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児童発達へ の 文化人類学的ア プ ロ
ー チ

一
親 た ちは児童期 を どの よ うに概念化するか

一

1．文化人類学での 児童期の概念化　文化人類

学で は、児童期のイメ
ー

ジは、文化がどの ように

概 念化されるか に よ っ て変化 して きて い て 、 そ う

した概念化は、1）文化の型が子供の心理発達に影

響を及ぼ し、 児童期は文化の 型の表現 として概念

化 される （ミードら）、 2）文化とパ ーソ ナ リテ ィ

ー
は機能的な相互関係を有し、 児童期は文化の シ

ス テ ム の 中の 一
つ の歯車と考え られ る （ホ ワ イ

テ ィ ン グら）、3）文化は ル ー一ル
、 ス キ ー

マ 、モ デ

ル として 概念化 され、子供は これ らを発達の プ ロ

セ スの 不可欠な部分 として学 び、自分自身の環境

と発達を形成 して い く積極的な参加者で ある （ハ

ー
クネス ら）、4）文化の 成員で ある親たちが 自分

たちの子供の 発達をどう考えて い るかが、文化を

っ くり出し、 表現する （ル ヴ ァ ィ ン ら）と要約で

きる（Harkfless　l996）。 三 ・
四番目の概念化は、

どのよ うに して人の 思考が文化的に組織化され 、

どの よ うに 思 考が行為に影響を与えるかとい う関

心 に基づ き、研究の 文橡 を人の 行動か ら認知に移

行させた もの で あり、文化人類学的観点からの 児

童発達研究で の 最近の 動向とな っ て い る 。 中で も

特に、四番 目の 、大人たち自身の児童期の 概念化
は、それまで 強調され る こ との なか っ た、児童発

達の環境の形成に お ける大人たちの 役割に焦 点を

当てた もの として注 目されて い る（Harkness　1996，
箕浦 1990）。 本研究で は 、 こ の ような傾向の 研究

例として、親たちの 児童期の概念化の先駆的研究
として 、 評価の 高い、ロ バ ート A．ル ヴ ァ イ ンの

「親たちの ゴー・
コLl （1974）を分析する 。

　 2．親た ちの ゴ ー
ル 文化人類学で は乳 ・幼児

期の環境が道徳や社会的相互関係の規範などの文

化的価値観に よ っ て形成 される こ とが議論されて

きた が、ル ヴ ァ イ ン は 、 文化的価値観以外に子供
の環境に影響を与え る要因が あり、それは、子供
の 生存 と発達の ため に環境の 変化に どう対応 する

か に関 して、数世代にわた、っ て確立された方法で

あると提案する。 ルヴ ァ イ ン の観 点は、文化的価
値観が育児に与える影響は、環境の圧力へ の適応
とい う文化的に組織化された体系とい うコ ンテ ク

ス トの 中に位置づ けられるべ きだ とい う、〈文化
一進化論 〉的立場である 。 彼の 育児の

．
普遍的なモ

デル の形成は 、 彼自身の 西ア フ リカで の現地調査
や他の研究者たちに よる南米、欧米か らの報告に
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堪つ くもの である。　　　　　　　　　　 u

　　 「親た ちの ゴー
ル」は 、 子供の 発達を親の視点

か ら捉えよ うとする試み で あり、文化的に異なる

乳児保育の 型がどの よ うに作られたかを説明 して

い る。 ルヴ ァ イ ン は次の よ うに主張する。 まず、

文化は親が育児 の 務めを認識する方法に寄与する。

この よ うな親の育児の認識方法は、民族内で以前
に 経験されて文化的伝統の一部と な っ た

、 環境上
の 不慮 の 出来事に関する情報を含ん で い るとい う

意味で合理的で ある。 こ の情報は、子供の健康や

福祉に 見 られ る尉 寛」二の特徴及び、それ に対する

反応に つ い て の情報である 。 そ して、こ の ような

慣習化された規定に従 う親の行動は、彼らが気づ

い て い る以上に適応力がある。

　 自分たちの観 点よりも子供の 観点に立 っ た とき、

即ち、子供の ために、親たちは何を求め るかと い

う問い掛け に対する答え として 、 親たちが、育児

実行者として 自分た ち自身に設定する基本的な三

っ の ゴ ・一ルをル ヴァ イ ン は提案 して い る。 1）子供
の生存と健康、2）成長後の経済的自立の た めに必

要な子供の行動能力の発達、3）文イ匕的に顕著な信
念や規範や観念形態にお い て形成 され て 、象徴的

に詳細化され た価値観を最大限に高め るため に必

要な、子供の 行動能力の発達である 。 二番目と三

番目の ゴー
ル は、箕浦 （1990）の紹介するウ ィ ル バ

ー
ト（1979）の文化化の 三側面で用 い られて い る言

葉を用い る と、それぞれ 、 2）技術勸鰊 と社会化、

3）道徳的陶冶と概念化する こともで きよう。

　 ル ヴ ァ イ ン の 三 っ の ゴー
ルは体系化 されて い て、

ゴ ール の 間には段階が存在する。 もし1）の 子供の

健康 と生存が脅か され ると、それが親 の
一
番の 関

心事 となり、2）が脅か され ると、2）がゴ ール の最

高位を占め るが、それは、1）は2）と3）の 雌要条件
で あ り、2）は3）に必要だか らで ある 。 こ の ような

ゴー
ル の 体系で 何が親の 最大 の 関 L・事に なるかは、

それぞれ の社会で の 子供を取り巻く環境を反映し

た もの に なり、何が 育児で最優先されるかに文化
的偏差が生 じる。 ル ヴァ イ ン は育児の最優先事を
二 っ の 固体群に分けて説明する。 D乳児死亡率の

高い社会では 、 親が最優先 して ’i配することは子
供の 安全と健康で あ り、2）生計の ため に比較的乏

しくて不安定な資源 しかな い社会で は、親の最優

先の闘 ら・事は 、 特に子供の生存が確実とな っ て か
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らは、子供・の 将来の 経済的 自立で ある。 こ うした

関匚・事に対応す べ く発達 した慣習は、親た ちの不
’

安感を取り除い た り、 不安を感 じさせ搭い よ うに

する傾向がある。

1）乳児期の概念化 乳児死亡率の 高い 社会の 母

親に と っ て、子供の将来の 達成の ために乳児の認

知発達を刺激する こ とは理解で きな い こ とで ある

こ とをルヴ ァ イ ン は指摘する 。 こ の 母親に と っ て

乳児期とは 、 子供の行動能力を考え る必要の な い

生存の ゴ ー
ル を中心に構成されて い る期間と して

文化的に定義された もの で ある。 反対に 、死亡率

の低い 社会の 病弱な子 の 母親は、文化的に慣習化

された子供の 早期の 行動能力の発達を育児か ら排

除する こ とは しない 。 生存が
一
番の 問題とわか っ

て い て も、彼女自身が文化の産物である以上、乳

晒朝を生存と健隶の 期間と見做せない の である 。

2）生計の圧力と御 頂さの劼鰊 生計の圧力と育

児の 関係は、個人の 経済的失敗に対する保護を目

的として計画された育児方式の発達に関するもの

で あり、こ う した育児方式で の親の eqd・と して 、

ル ヴ ァ イ ン は 、 乳児期か ら思春期の 子供に奨励さ

れる素質 として の 従順さの強調を取り上げて い る。

農耕社会で は 、 親は子供の労働力の即時の利用を

目的に子供か ら従順さを要求するが、資源へ の ア

クセ ス の 限られて い る社会で は、ア クセ ス を可能

に して くれる後援者に 自己証明をするための従順

さを孑供の ため に親は求める。

　農耕民族の育児で の 彳冶1頃さの 強調は、欧米の育

児の価値観と対比的と思われる 。 しか し、ル ヴ ァ

イ ンは 、 欧米で も社会階層の 聞に従順さに 関 して

違 い が存在する こ とを指摘する 。 欧米の 中間層 は
、

自己管理 と自主 性を子供の 成長課程で 最重要な素

質と見做すが、労働者階層の親は 、 外部か らの抑

圧 に服従、順応する こ とを強調するこ とを コ
ー

ン

ら（1969）の研究を用い て説明して い る。 欧米の労

働者階層に は 、 子供の労働力その もの は重要で は

ない が、子供力将 来、 労働者として直面する職業

上の要求を満たすこ とが で きるようにそ迫順さを育

児で 強調するとい うの で ある。 中間層 の 親たちは 、

経済的安定陸の故に 、 育児の ゴ ール の 二 番目よ り

も三番面に集中で きる。 Lか し、労働者階層 の 親

達の 環境は失敗と危険の 危機にさらされて い て 、

彼らの 育児の概念は、二番 目の ゴール 、即ち、子

供の 将来の経済的自立に強く支配されて い るの で

ある 。 こ の ように 、親たちの ゴー
ルは 、 同

一
文化

内で も階層に よ っ て異なる こ とがあり 、 育児の方

式の形成に お い て 文化的価値観よりも環境の圧力

が先行する こ とがあるこ とが 、 こ のル ヴァ イ ンの

研究が主張するところで ある。

　 3．日本の児童観　ル ヴ ァ インの 「親た ちの ゴ

…
ル 」 の モ デルを用い ると、乳児死亡率力牴 く、

経済的に安定した社会で ある現代の 日本の親たち

は、乳児期は生存の ためだけの 時期とは見做さず、

二 番目の ゴ ール の 、子供の 将来の 行動能力の発達

を当然視 し、早 くか ら三番目の ゴ ール の 、文化的

価値観の 習得を目指 した育児を計画する、と説明

で きる 。 二番目の ゴ ール は子供の 義務教育の 終了

と考え られよ う。 生存や生計とい う環境の 圧カへ

の 適応と い うマ ク ロ レベ ル で は 、 日本の親たちの

目標とするものは欧米の先進国の もの と同 じで あ

る 。 しか し、そ の よ うな目標を達成するための 育

児の パ タ
ー

ン は、文化固有の 価値観を反映 した も

の とな っ て い る。 例えば、子供の 従順 さは、　「す

なお」 とい う日本語に訳され ると、自主的な協力

とい う積極的な意味を持っ 文化的価値観とな り

（White＆ LeVine　1986）、 欧米の 、 経済的危機を

経験 しやす い階層の親たちが生計の圧力へ の対応

として子供の ため に求める もの とは区別 される 。

なお、日本に もかっ て農
・漁村を中心に 、生計の

圧力が育児観へ 影響を与えた ことが躾けの 変遷に

お ける例と して報告されて い る（広田1999） 。

　 日本の 児童観 の 概念化に関 して 強調され るべ き

点は、 高度経済成長期以来、親の抱 く子供の イ メ

ージが変化 し、そ の結果 、 子供を取り巻 く環境に

変化が見 られるよ うに な っ て い る こ とであ る。 即

ち、1）産児制限の普及に よ り、子は授かりもの と

い う考えか ら、 子供 は 「っ くる もの 」 に変わり（

箕浦 1990）、2）少子化を背景に、 「少ない子供を

大事に育て る」 志向が
二

般化し、 「親の 自己実現

と して の子供の 成長 」 を期待するように な っ た（

広田 1999）の で ある。こ の よ うな親た ちの意識の

変化は 、 彼 らの 育児 の 実践に反映されて い る。 子

供の 出生そ の もの が コ ン トロ
ール で きるとい う考

えは 、

』
子供の 過度の 甘やか しや虐待 と結びつ き、

親の達成感を満足 させ るために 、子供の発達段階

を無視 した早期教育が行われ る こ ともある。 また 、

所謂 1
’
生 きる力」 とい う子供の 自立能力が問題と

なるの は、ル ヴ ァ インの 二番目の ゴ ー
ルの 強調さ

れ るべ き子供の発達段階で 、それを飛び越え て 三

番目の ゴ ールが追求されて い る こ とへ の 反省とも

言え る。 こ の よ うに 、子供の 自立の ため の技能習

得や社会化、更に文化的規範の 習得を子供の ため

に願う こ とが親た ちの ゴ ール と して存在 しながら

も、子供たちが自立で きる環境が充分と言えない

よ うにな っ て い る。環境 の圧力 と無縁な親たちが

子供の ために と願い ながら実践 して い る育児が 、

実は子供か ら多くを求め るもの に な っ て い るの か

もしれない 。
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